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都内各病院管理者 殿 

 

東京都保健医療局 感染症対策調整担当部長 

 

麻しん患者の増加に伴う周知・啓発強化の取組について（協力依頼） 

 

 

平素より、都の保健医療施策に御理解と御協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 現在、国内外において麻しん患者の報告数が増加しており、都内においても報告数の増加が確認

されております。 

厚生労働省では、今般の麻しんの報告数の増加に鑑み、麻しん患者との接触後の対応としての麻

しん含有ワクチンの接種による発症予防について周知を進めており、医療機関向けリーフレットを

作成したとのことです。 

 また、都においても、都民向けのリーフレットを作成いたしました。 

つきましては、貴院関係職員へ御周知いただきますよう、お願い申し上げます。 

なお、重ねてのお願いになりますが、麻しんに限らず、感染症が疑われる発熱患者への対応にあ

たっては、日頃から院内感染防止の観点を十分に踏まえた対応が重要です。発熱患者の診療に際し

ては、予約制の活用、診療動線や時間帯の分離、発熱患者用スペースの確保など、各医療機関の実情

に応じた適切な感染防止対策を講じていただきますようお願いいたします。 

 

＜添付リーフレット＞ 

・麻しんを疑った際の対応（厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/content/001684793.pdf 

 

・麻しん（はしか）に注意！（東京都健康安全研究センター） 

https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/assets/diseases/measles/hitokuchi-joho2.pdf?20260402 

 

  

（問合せ先） 

 東京都保健医療局感染症対策部 

 防疫課 防疫担当 

 電話 ０３－５３２０－４０８８ 
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